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●第3次安芸高田市シンポジウム －安芸高田市のまちの未来を若者と語る日 Vol.2－ 企画概要
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＜タイトル＞
第3次安芸高田市総合計画シンポジウム －安芸高田市のまちの未来を若者と語る日 Vol.2－

＜開催目的＞
・第3次安芸高田市総合計画の公表・周知
・公民連携により実現を目指すみんなのチャレンジマップの共有（市が目指す未来、みんなの挑戦の共有）

＜開催日時・場所＞
・2026年3月29日（日）13時30分～16時05分（開場13時00分）@向原生涯学習センター

＜募集方法＞
・市広報誌、SNS発信（LINE・X）、学校経由でチラシ配布 等

＜当日配布＞
・第3次安芸高田市総合計画概要版、チラシ、アンケート調査票、コミュニケーション用紙（赤紙・白紙）

＜全体進行＞
・株式会社さとゆめ

＜ファシリテーター＞
・渡邊 一成氏 福山市立大学 教授

＜今回工夫する点＞
・聴講者とのコミュニケーションの機会を創出（各パネルディスカッションで赤紙（YES）・白紙（NO）で聴講者が意思表示出来る時間を確保）

議題 時間（分） 担当 内容 参加者の意識変化

開会挨拶 5 市長 ・第3次安芸高田市総合計画を概要を共有
・みんなのチャレンジマップを紹介

（安芸高田市の今後を知りたい）
・市が目指す将来像に腹落ち

基調講演 2＋15(22) 久保田 夏菜氏 ・子育てをテーマに講演を頂く ・久保田さんが関わり続ける安心感

公民連携プロジェクトの報告
※発表8分、市長との対話2分

2＋10(34)
湯治村
江種 恭匡氏

・“推し食”グランプリ受賞の報告
・公民連携による新たな取組を共有

・湯治村の受賞報告と今後の新たな取組
を知り、期待感が高まる

2＋10(46)
吉田地区
吉田高等学校 学生

・ド田舎高級化プロジェクトの進捗共有
・向原復興プロジェクトの進捗共有

（学生提案はあの後どうなったのか）
・市もサポートし、実現に向けて動き始
めていることに本気度を感じる

2＋10(58)
向原地区
※調整中

パネルディスカッション①
～地域おこし協力隊の新たな挑戦～ 2＋40(100)

市長
地域おこし協力隊
⇒長門 和美氏
地域関係者
⇒畝崎 辰登氏

テーマ①：私たちが目指す地域の未来
テーマ②：受け継ぐこと、変えていくこと

（地域おこし協力隊の活動内容は）
・地域おこし協力隊は外部の目線を持ち
ながらも、地域と協働してまちづくり
をしていることを知る

休憩 10(110) --- --- ---

パネルディスカッション②
～コミュニティの役割とは～ 40(150)

市長
地域振興組織
⇒集落支援員 吉村 美樹氏
まちづくり助成金採択者
※調整中

テーマ①：私たちが目指す地域の未来
テーマ②：受け継ぐこと、変えていくこと

（まちづくりにおける地域の役割は）
・若者が関わりたくなるような地域振興
組織の活動に変えていく必要があるこ
とに気づく

閉会挨拶 2＋3(155) 企画部部長 ・第3次安芸高田市総合計画を推進 ・共感し、応援する気持ちを深める
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